
16/12/22 16時 9分 

が
大
別
す
る
と
神
明
系
鳥
居
と

明
神
系
鳥
居
に
二
分
で
き
る
。 

 
 

神
明
鳥
居
は
鳥
居
上
部
の
横

柱
が
一
直
線
の
単
純
な
形
式

で
、
伊
勢
神
宮
の
鳥
居
が
代
表

的
。
白
山
神
社
の
鳥
居
が
そ
れ

に
あ
た
る
。
明
神
鳥
居
は
横
柱

  

絵
手
紙 

春
駒
（
ハ
ル
コ
マ
） 

日
時 

毎
月
第
2
木
曜
日 

10
時
～
12
時 

場
所 

長
後
郵
便
局 

会
費 

月
７
０
０
円 

講
師 

鏑
木
静
子
先
生 

申
込 

北
見 

千
代
子 
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  長後地区防災講演会 

  『突然の発災にどう対処すべきか』 

講師：佐藤 榮一 
  （桐蔭横浜大学リスク管理学講師） 
日時：3月７日（土） 

13時 30分～15時４0分 
場所：長後市民センター 3階ホール 
定員：成人 20人（2回とも出られる方） 
費用：無料 
  ※申込は当日、会場までお越し

下さい。 
 
 
 

 

現
在
、
長
後
地
区
に
は
19
の
公

園
が
あ
り
、
そ
の
名
称
に
字
が
付

け
ら
れ
て
い
る
。
市
内
全
域
の
公

園
名
も
同
様
で
、
そ
の
経
緯
を
公

園
課
で
聞
い
た
。
明
確
な
事
は
分

か
ら
ず
、
古
く
か
ら
あ
る
字
の
方

が
場
所
を
特
定
し
易
い
、
地
域
住

民
に
親
し
み
易
い
、
な
ど
の
理
由

に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。 

公
園
名
を
通
し
て
、
そ
の
字
の
由

来
を
探
っ
て
み
た
。 

◇
長
後
新
屋
敷
公
園
（
平
成
８
年

６
月
開
園
） 

 

藪
鼻
宿
（
亀
井
野
か
ら
北
に
の

び
る
大
き
な
藪
の
端
で
あ
っ
た
。

現
在
の
あ
い
も
ー
る
商
店
街
）
の

他
に
ほ
と
ん
ど
家
は
な
く
、
畑
や

山
林
で
あ
っ
た
。
明
治
の
末
頃
か

ら
分
家
（
新
家
）
が
建
ち
始
め
た

事
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。 

◇
諏
訪
棚
公
園
（
昭
和
47
年
11
月

開
園
） 

 

昔
か
ら
の
住
民
は
小
菅
姓
で
、

山
梨
か
ら
移
り
住
ん
だ
小
菅
氏

が
氏
神
と
し
て
諏
訪
明
神
を

奉
っ
た
事
で
こ
の
名
が
あ
る
。
棚

と
は
河
岸
段
丘
の
事
。 

（
資
料
提
供
・
藤
沢
地
名
の
会
会
長 

鈴
木
富
雄
さ
ん
） 

 

月 刊 
２０１７年１月号 
（平成２９年） 
№４５７ 

 

長後だより編集委員会 
藤沢市長後  ５１３ 
℡  ４４－１６２２ 
発行責任者 野渡 訓 
 

♫SPRING JAZZ CONCERT♫ 
〈長後公民館主催〉 

午後のひと時、ジャズを楽しみませんか 

出演 湘南スウィングジャズオーケストラ 

曲目 イン・ザ・ムード、ビギン・ザ・ビギン、他 

日時 ３月１９日（土）１３時３０分～１５時 

会場 長後公民館３階ホール 
入場無料！ 当日どなたでも!! 

♫SPRING JAZZ CONCERT♫ 
〈長後公民館主催〉 

午後のひと時、ジャズを楽しみませんか 

出演 湘南スウィングジャズオーケストラ 

曲目 イン・ザ・ムード、ビギン・ザ・ビギン、他 

日時 ３月１９日（土）１３時３０分～１５時 

会場 長後公民館３階ホール 
入場無料！ 当日どなたでも!! 

老
人
会
リ
ポ
ー
ト 

『定
例
会
で
和
気
あ
い
あ
い
』 

 
 

 
 

 

第
二
長
和
会 

 

老
人
会
リ
ポ
ー
ト 

『定
例
会
で
和
気
あ
い
あ
い
』 
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二
長
和
会 

 

老
人
会
リ
ポ
ー
ト 

『定
例
会
で
和
気
あ
い
あ
い
』 

 
 

 
 

 

第
二
長
和
会 

 

老
人
会
リ
ポ
ー
ト 

『定
例
会
で
和
気
あ
い
あ
い
』 

 
 

 
 

 

第
二
長
和
会 

 

老
人
会
リ
ポ
ー
ト 

『定
例
会
で
和
気
あ
い
あ
い
』 

 
 

 
 

 

第
二
長
和
会 

 

老
人
会
リ
ポ
ー
ト 

『定
例
会
で
和
気
あ
い
あ
い
』 

 
 

 
 

 

第
二
長
和
会 

 

 

神
社
は
、
昔
か
ら
今
に
至
る
ま
で
、
地
域
と
共
に
長
い
歴
史
を
歩

ん
で
き
た
。
長
後
に
あ
る
４
つ
の
神
社
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
今
年
も
年

越
し
と
新
年
の
行
事
が
執
り
行
わ
れ
、
境
内
は
参
詣
の
人
々
で
賑

わ
っ
た
。
そ
の
境
内
に
入
る
結
界
の
門
で
あ
る
鳥
居
、
な
ぜ
鳥
居
と

い
う
の
だ
ろ
う
か
。
干
支
の
「
酉
」
に
ち
な
ん
で
鳥
居
に
焦
点
を
あ

て
て
み
た
。 

     成人式対象者 

     男    女     計 

長後    163 人  165 人  328 人 

藤沢市  2,253 人 1,882 人 4,135 人 

おめでとうございます 

 

祝 成人式 

２０１７年 
酉年、鳥居にフォーカス 

 

明神鳥居（石造り） 

鳥
居
の
由
来 

歴
史
的
・
民
族
的
研
究
は
不

十
分
で
諸
説
が
あ
る
。
二
つ
の

説
を
紹
介
し
た
い
。 

◆
昔
は
鳥
栖
（
と
り
い
）
と
い

う
字
も
使
っ
た
。
栖
は
鳥
の
巣

を
指
し
、
鳥
栖
は
鶏
を
栖
ま
わ

す
と
い
う
意
味
を
持
つ
。
故
事

に
よ
る
と
古
代
は
鶏
を
幣
（
ぬ

さ
）
の
一
種
と
し
て
神
に
供
え

て
い
た
と
あ
り
、
そ
の
鶏
の
止

ま
り
木
と
し
て
使
わ
れ
て
い

た
。 

◆
天
照
大
神
が
天
の
岩
屋
に

隠
れ
た
時
、
八
百
万
の
神
々
が

鶏
（
常
世
の
長
鳴
鳥
）
を
鳴
か

せ
た
が
、
こ
の
時
に
鶏
が
止

ま
っ
た
木
だ
と
い
う
。 

鳥
居
の
種
類 

 

概
略
30
種
類
く
ら
い
あ
る

の
両
端
が
上
向
き
に
反
っ
て
い

る
形
式
で
、
天
満
宮
、
諏
訪
神

社
の
鳥
居
で
あ
る
。
両
部
鳥
居

は
明
神
鳥
居
の
左
右
の
本
柱
の

前
後
に
控
え
柱
を
立
て
、
横
に

貫
い
て
繋
い
だ
形
式
で
、
七
ッ

木
神
社
に
あ
る
。 

長
後
天
満
宮 

 

祭
神
は
菅
原
道
真
。
創

立
年
は
永
久
３
年
。
平
安

時
代
末
、
渋
谷
庄
司
重
国

の
祖
父
が
秩
父
よ
り
移
り

築
城
し
、
そ
の
城
中
に
守

護
神
と
し
て
祀
っ
た
。
そ

の
後
戦
乱
の
た
め
衰
退
し

た
が
、
江
戸
時
代
、
当
地

を
知
行
し
た
旗
本
朝
岡
氏

に
よ
り
１
７
５
０
年
に
社

殿
が
再
建
さ
れ
た
。 

 

参
拝
者
の
安
全
と
安
心

の
た
め
に
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
や
ト
イ
レ
の
改
修
も

行
わ
れ
新
年
を
迎
え
た
。

境
内
に
は
大
晦
日
か
ら
３

日
ま
で
お
札
所
が
設
け
ら

れ
、
絵
馬
や
破
魔
矢
、
学
業
成

就
、
合
格
祈
願
、
家
内
安
全
の

お
札
な
ど
買
い
求
め
る
人
々
で

賑
わ
っ
た
。 

諏
訪
神
社
（
高
倉
） 

 

祭
神
は
建
御
名
方
命
（
た
け

み
な
か
た
の
み
こ
と
）
で
、
日

本
神
話
に
は
大
国
主
命
（
お
お

く
に
ぬ
し
の
み
こ
と
）
の
子
で

信
州
諏
訪
の
地
で
国
造
り
を
さ

れ
た
と
あ
る
。
創
立
は
一
説
に

１
６
２
５
年
と
伝
わ
る
。 

大
晦
日
、
参
拝
者
は
除
夜
の

鐘
を
撞
き
、
新
年
の
平
安
を

祈
っ
て
お
札
を
受
け
る
。
太
鼓

連
が
振
る
舞
う
特
製
甘
酒
は
毎

年
好
評
。
元
旦
祭
は
白
旗
神
社

宮
司
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
た
。 

白
山
神
社
（
下
土
棚
） 

 

祭
神
は
伊
邪
那
岐
命
（
い
ざ

な
ぎ
の
み
こ
と
）
と
須
佐
之
男

命
（
す
さ
の
お
の
み
こ
と
）
。
創

立
は
不
詳
。
は
じ
め
当
地
の
広

田
氏
の
鬼
門
除
け
の
守
神
で

あ
っ
た
も
の
を
１
６
６
４
年
に

再
建
し
た
と
伝
わ
る
。 

 

元
旦
は
市
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
獅
子

舞
が
新
年
を
寿
ぐ
。 

七
ッ
木
神
社
（
高
倉
） 

 

祭
神
は
源
義
朝
。
創
立
は
不

詳
。
明
治
元
年
に
七
ッ
木
鯖
明

神
社
か
ら
現
在
名
に
改
称
。 

 

除
夜
の
鐘
が
鳴
り
終
わ
る
頃

か
ら
お
札
の
販
売
。
元
旦
祭
は

西
俣
野
御
嶽
神
社
ゆ
か
り
の
神

主
に
よ
り
行
わ
れ
、
太
鼓
連
の

子
ど
も
達
も
加
わ
っ
て
、
榊
の

奉
納
な
ど
神
事
の
作
法
を
学
ん

だ
。 

 

神明鳥居（石造り） 

子ども達のお囃
子に合わせて奉
納される獅子舞 

巫女さんは近隣
の娘さん 

明神鳥居（石造り） 

（
参
考
資
料
・
藤
沢
市
社
寺
建
築
物 

調
査
報
告
書
２
・
神
社
庁
） 

 

両部鳥居（欅造り） 

平成５年に改築さ
れた拝殿 



16/12/22 15 時 16 分 

 

 

《
子
育
て
メ
ッ
セ
実
行
委
員
会･

 

公
民
館
共
催
事
業
》 

す
く
す
く
応
援
事
業｢

子
育
て
メ
ッ
セ

冬
～
冬
も
や
って
み
ま
し
た
♪
～｣

 

日
時 

１
月
31
日(

火)

10
時

30
分
～
12
時
30
分 

場
所 

長
後
公
民
館
２･

３
階 

内
容 

離
乳
食
講
座･

コ
ン
サ
ー

ト･

親
子
体
操
ほ
か
☆ 

問
合
せ 

長
後
市
民
セ
ン
タ
ー
地

域
担
当(

44)

１
６
２
２ 

《
青
少
協
・４
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
事
業
》 

講
演
会
「子
は
育
ち
、
親
も
育
つ
」 

日
時 

１
月
26
日(

木)

開
演
10
時 

場
所 

長
後
市
民
セ
ン
タ
ー
３
階

ホ
ー
ル(

定
員
２
０
０
名) 

講
師 

菊
地
幸
夫
先
生 

申
込 

１
月
12
日(

木)

～
25
日

(

水)

８
時
30
分
～
17
時

電
話
又
は
来
館(

先
着
順)

長
後
市
民
セ
ン
タ
ー
地
域

担
当(

44)

１
６
２
２ 

《
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集
》 

＊
場
所
は
全
て
長
後
公
民
館
＊ 

手
話
サ
ー
ク
ル
Ｙ
Ｏ
Ｕ 

日
時 

第
１
、
３
木
曜
日 

19
時
～
20
時
30
分 

内
容 

手
話
の
勉
強
会 

講
師 

深
迫
笑
子
先
生 

空
手｢

志
空
会｣

の
長
後
道

場
、
毎
週
火
曜
日
19
時
か
ら

師
範
の
小
林
志
光
さ
ん
を
中

心
に
53
名
の
小
学
生
た
ち
が

稽
古
に
励
ん
で
い
る
。
高
学
年

編
集
後
記 

☆
「
子
」
か
ら
始
ま
っ
て
10

番
目
の
干
支
「
酉
」
、
商
売

繁
盛
と
色
々
な
事
に
挑
戦

し
、
よ
り
よ
い
成
果
が
得
ら

れ
る
年
ら
し
い
。
古
希
を
迎

え
る
私
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

よ
う
と
思
う
。 

☆
鳥
居
の
由
来
お
も
し
ろ

い
。
物
事
正
面
ば
か
り
で
な

く
横･

縦･

斜･

後
か
ら
見
る

事
も
必
要
か
な
。
自
分
の
知

ら
な
か
っ
た
世
界
が
見
え

て
く
る
か
も
。 

 

（
鈴
） 

が
低
学
年
に
教
え
る
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
道
場
が
印
象
的
。 

富
士
見
台
小
学
校
５
年
生

の
井
上
晴
喜
く
ん
は
「
形
」

県
大
会
３
位
入
賞
。
以
前
、

全
国
大
会
に
も
出
場
し
て
い

る
。
長
後
小
学
校
５
年
生
の

大
畠
海
那
さ
ん
は
「
組
手
」

県
大
会
３
位
入
賞
。
同
じ
く
、

以
前
、
全
国
大
会
に
も
出
場
。

大
庭
小
学
校
３
年
生
の
杉
山

夕
瑚
く
ん
は
「
形
」
県
大
会

１
位
通
過
、
来
年
５
月
が
最

終
選
考
会
で
、
勝
て
ば
全
国

大
会
へ
と
進
む
。
７
月
に
は

関
東
大
会
へ
３
人
揃
っ
て
出

場
す
る
と
の
こ
と
。
こ
れ
か

ら
の
活
躍
が
ま
す
ま
す
期
待

さ
れ
る
。 

道
場
の
子
供
た
ち
の
笑
顔

が
と
っ
て
も
印
象
的
。
将
来
、

こ
の
長
後
道
場
か
ら
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
が
誕
生
す
る
の

も
夢
で
は
な
い
。
今
後
の
成

長
を
街
全
体
で
見
守
っ
て
い

き
た
い
。 

絵
手
紙 

春
駒
（
ハ
ル
コ
マ
） 

日
時 

毎
月
第
2
木
曜
日 

10
時
～
12
時 

場
所 

長
後
郵
便
局 

会
費 

月
７
０
０
円 

講
師 

鏑
木
静
子
先
生 

申
込 

北
見 

千
代
子 
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  長後地区防災講演会 

  『突然の発災にどう対処すべき

か』 

講師：佐藤 榮一 
  （桐蔭横浜大学リスク管理学講師） 
日時：3 月７日（土） 

13 時 30 分～15 時４0 分 
場所：長後市民センター 3 階ホール 
定員：成人 20 人（2 回とも出られる方） 
費用：無料 
  ※申込は当日、会場までお越

し下さい。 
 
 
 

 

現
在
、
長
後
地
区
に
は
19
の

公
園
が
あ
り
、
そ
の
名
称
に
字
が

付
け
ら
れ
て
い
る
。
市
内
全
域
の

公
園
名
も
同
様
で
、
そ
の
経
緯
を

公
園
課
で
聞
い
た
。
明
確
な
事
は

分
か
ら
ず
、
古
く
か
ら
あ
る
字
の

方
が
場
所
を
特
定
し
易
い
、
地
域

住
民
に
親
し
み
易
い
、
な
ど
の
理

由
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
。 公

園
名
を
通
し
て
、
そ
の
字
の

由
来
を
探
っ
て
み
た
。 

◇
長
後
新
屋
敷
公
園
（
平
成
８

年
６
月
開
園
） 

 

藪
鼻
宿
（
亀
井
野
か
ら
北
に

の
び
る
大
き
な
藪
の
端
で
あ
っ

た
。
現
在
の
あ
い
も
ー
る
商
店
街
）

の
他
に
ほ
と
ん
ど
家
は
な
く
、
畑

や
山
林
で
あ
っ
た
。
明
治
の
末
頃

か
ら
分
家
（
新
家
）
が
建
ち
始
め

た
事
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。 

◇
諏
訪
棚
公
園
（
昭
和
47
年
11

月
開
園
） 

 

昔
か
ら
の
住
民
は
小
菅
姓

で
、
山
梨
か
ら
移
り
住
ん
だ
小
菅

氏
が
氏
神
と
し
て
諏
訪
明
神
を

奉
っ
た
事
で
こ
の
名
が
あ
る
。
棚

と
は
河
岸
段
丘
の
事
。 

（
資
料
提
供
・
藤
沢
地
名
の
会
会

長 

鈴
木
富
雄
さ
ん
） 

 

12
月
16
日(

金)

、
藤
沢
総
合

高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、

「
ス
ケ
ア
ー
ド
ス
ト
レ
ー
ト
」

と
い
う
手
法
に
よ
る
交
通
安
全

教
室
が
行
わ
れ
た
。 

「
ス
ケ
ア
ー
ド
ス
ト
レ
ー
ト
」

と
は
「
恐
怖
を
直
視
す
る
」
の
意

味
で
、
恐
怖
を
実
感
す
る
こ
と

で
、
そ
れ
に
つ
な
が
る
危
険
行
為

を
未
然
に
防
ぐ
教
育
方
法
の
こ

と
。
こ
の
日
は
、
テ
レ
ビ
や
映
画

で
活
躍
し
て
い
る
ス
タ
ン
ト
マ

ン
「
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
」

が
実
際
の
交
通
事
故
を
演
じ
て
、

生
徒
に
そ
の
衝
撃
と
恐
怖
を
実

感
さ
せ
る
教
室
を
行
っ
た
。 

高
校
生
に
最
も
多
い
自
転
車

の
違
反
で
あ
る
並
走
、
携
帯
や

傘
を
持
っ
て
の
片
手
走
行
、
イ

ヤ
ホ
ン
の
装
着
、
蛇
行
運
転
、

逆
走(

右
側
走
行)

が
い
か
に
危

険
で
あ
る
か
、
実
際
に
車
と
衝

突
す
る
場
面
を
生
徒
達
は
息
を

の
ん
で
見
つ
め
て
い
た
。 

ま
た
、
大
型
車
が
曲
が
る
と

き
に
大
き
な
内
輪
差
が
出
来
て

巻
き
込
み
事
故
が
多
い
こ
と
、

青
信
号
だ
か
ら
と
い
っ
て
不
用

意
に
進
む
と
曲
が
っ
て
く
る
車

か
ら
は
見
え
な
い
場
合
が
あ
る

こ
と
を
、
実
際
に
生
徒
に
参
加

し
て
も
ら
い
な
が
ら
実
演
。 

参
加
し
た
生
徒
は
「
足
が
震

え
た
」
と
恐
ろ
し
さ
を
実
感
、

実
演
し
た
メ
ン
バ
ー
は
「
こ
の

経
験
を
少
し
で
も
身
体
に
刷
り

込
ん
で
事
故
防
止
に
繋
げ
て
欲

し
い
」
と
語
っ
た
。 

第17回 こぶし祭 

日時 ５月２８日(土)９時～１６

時 

 ５月２９日(日)９時～１５時 

場所 こぶし荘 (４５)３１２

１ 

☆ 模擬店・イベ

ント盛りだくさん、年齢問

第17回 こぶし祭 

日時 ５月２８日(土)９時～１６

時 

 ５月２９日(日)９時～１５時 

場所 こぶし荘 (４５)３１２

１ 

☆ 模擬店・イベ

ント盛りだくさん、年齢問

会
費 

初
回
の
１
０
０
０

円
の
み 

申
込 

杉
本
真
由
美 

(

44)

３
５
０
９ 

太
極
拳
「こ
す
も
す
会
」 

日
時 

月
３
回
日
曜
日 

９
時
～
11
時 

内
容 

太
極
拳
の
練
習 

講
師 

大
沼
一
心
先
生 

会
費 

２
０
０
０
円
／
月 

申
込 

山
田
裕
子 

(

51)

９
５
２
６ 

メ
ン
ズ
グ
ル
メ
ク
ッ
キ
ン
グ 

日
時 

第
１
土
曜
日
17
時

～
19
時
30
分 

内
容 

男
の
料
理
調
理
実
習 

講
師 

壺
林
光
代
先
生 

会
費 

２
４
０
０
円
／
月 

申
込 

西
川
勝
基 

(

45)

３
７
９
２ 

《
郷
土
づ
く
り
推
進
会
議
》 

定
例
会
の
お
知
ら
せ 

日
時 

１
月
20
日(

金)
 

13
時
30
分
～ 

場
所 

長
後
市
民
セ
ン

タ
ー
２
階
文
化
室 

＊ 

傍
聴
自
由
で
す 

空手の長後道場から 

全国大会を目指して 

さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
ｙ
ｅ

ｌ
ｌ
の
２
階
に
あ
る
『
こ
も

で
ぃ
』
は
、
月
～
金
曜
日
の
10
時

30
分
～
15
時(

土･

日･

祝
は
休

み)

オ
ー
プ
ン
で
、
利
用
料
大
人

１
０
０
円
。
老
若
男
女
ど
な
た

で
も
利
用
で
き
る
。 

６
畳
の
和
室
に
ソ
フ
ァ
が
あ

り
、
テ
レ
ビ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
も

可
能
。
遊
具
や
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

も
あ
る
の
で
親
子
や
友
だ
ち
と

ゆ
っ
く
り
利
用
で
き
る
。 

給
湯
器
や
電
子
レ
ン
ジ
も
備

え
、
食
べ
物
の
持
ち
込
み
も
可

能
。
サ
ー
ク
ル
活
動
や
お
茶
飲

み
の
場
な
ど
、
用
途
は
利
用
者

実
感
！ 

交
通
事
故
の
恐
怖 

藤
沢
総
合
高
校
で
ス
タ
ン
ト
マ
ン
が
実
演 

 

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス 

『こ
も
で
ぃ
』 

長後ふれあいネット福祉講演会 
日時 ２月４日(土)開場１３時 開演１３時３０分 

場所 長後市民センター３Fホール 

内容 落語家のヘルパー修行日記 

～介護は十人十色～ 

講師 落語家 林家源平氏 

定員 １００名 

＊当日受付・入場無料 

次
第
だ
。
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
教
室

や
ヨ
ガ･

折
り
紙
の
イ
ベ
ン
ト

も
行
う
と
の
こ
と
。 

利
用
の
際
は
電
話
予
約
を
。 

０
８
０-

８
８
１
１-

７
９
４
０ 

ニューイヤーコンサート 

「篠笛と筝・和太鼓の調べ」 
日時 １月２９日(日)１３時３０分～１５時 

場所 長後市民センター 

３Fホール 

助演 箏・和太鼓 

奏者 篠笛能管奏者 岸田晃司氏 

＊当日受付・入場無料 

左から井上くん･杉山くん・
大畠さん 

車にはねられ、倒れる！ 
スタントマンの熱演 

平
成
28
年
度
藤
沢
市
中
学
生 

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で 

高
倉
中
５
人
が
入
賞 

県
大
会
銀
賞 

柳
沢
美
帆
さ
ん 

「
隠
れ
て
見
え
な
い
障
害
」 

藤
沢
市
教
育
長
賞 

佐
瀬
成
美
さ
ん 

原
田 

倫
さ
ん 

村
上
葉
月
さ
ん 

藤
沢
市
優
良
賞 

鈴
木
優
介
さ
ん 

市民センターからの 
お知らせ 

安全･安心ステーショ

ンが昨年１２月から長

後地区ボランティアセ

ンター「なごみ」内へ移

転しました。駐留活動

は今までどおり平日午

後を中心に行います。 

ボードゲームで対戦中 

(定員を超えた場合、入場を
お断りする場合があります) 


